
会員それぞれ呂志いを葉通ち

2552卒5若 LJれステァプを

2 0 0 2年になりました。昨年は慌ただしく、密度の濃い年であったと思います。

支える会も、 グループホームの運営委員会の立ち上げ、住居の設計から建設、そしてオ

ーブン O 息っく間もなく国際絵画展と、随分たくさんの方々との出会いがあり、多くの

会員の協力が実った年で=もありました。

当初「支える会」の活動は、親が中心になって組み立ててきましたが、一つ一つの事

業を成し遂げるj主に、会員の輸が広がってきました。

これからも っ つ、私たちにあったやり )jで確実に績み げていければと思います。

ネ 本 * 
グループホームでいえば、昨年 10月にオープンしてより、週4口の宿泊から始め、

月曜から金曜日までの 5日間通しての街泊が可能になりました。またホ ムへルパ や

訪問看護センタ一、医師との連携を密にしながら体制を整えてきました。 グループホー

ムは生活の場ですので、地道な日常の活動を確実にこなしていかねばなりません。その

仁 σiiJJめて足りないもの、補う必要のあるものもきちんと見えてくるのだと思います。

この前は、 λ居者、職員が風邪を引き、ホ ムを 3日ほど閉鎖しました。みんなそれ

ぞれの自宅で療養することとしました。本来グループホームは家なので将来はこのよう

な方法を採らずに解決できるようにしなければならないと思います。

スタッフの充実が、当面の課題です。

エド 求 ネ

資金作りでは、今月末に γ孟るぷ A&J社よりの入金かあり、 4 うやく現代国際三匠絵

画展の事業が終了致しました。お陰様でほぼ目標を達成。大変お世話になりました。

また家族会の手作り品販売、不用品のパザーなどの売り上げも、年度末には入金され

ます。今後ベザーへの取り組み位、地域交流を兼1'"dて考えて行きたいと忌っておワます。

さらに次のグループホ ム設立に向け、資金をふやしたいところです。

両ヨ司泊~哨ぎを:J，..L持品会員の予言ご~~吃~~決~

「ょっば」へ行くようになって4年近くが経ちます。年に数えるほどしか行けな

いため、 ドアを開けるときに一瞬不安な気持ちが湧くのですが、明るく迎えてくれ

る所員と職員さんの声が、 いつもそのためらいを吹き飛ばしてくれます。 そして帰

る時にはほのぼのとした気持ちに満たされ、私の方が皆さんから素敵なものを与え

てもらっているのだなあ、 と思いながら家路iこ就くのがいつものことです。

それ以前に伺っていた重度障害者施設では、 スタッフと家族の方達によってすべ

てが運ばれ、外部の人はほとんど子を出せる場がありませんでした。 それが普通だ

と思っていたので、見学のつもりで初めて「ょっば j に伺った時に、 ごく当たり前

のように全身運動や食事の介護をしたり‘一緒にゲームをさせられたのには本当に

びっくりしました。 でもその身体を触れ合う場を経験して、 それまで障害を持つ万

に接しでも自然にふるまえないでいた偏見の壁が、私の中でス←っと消えていくの

を実感し王した。若い職員さんが所員の方と 緒に造りあげてきたアットホームな

「ょっば」の雰囲気や、 「ょっぱ」を支えるボランティアの万々との暖かいふれあ

いを、心から楽しませてもらっていますり

忌後に、 とても素敵なグループホーム lょっぱホーム」を見て、お母さま万やこ

家族及びまわりの方々の、夢の実現に向かつての絶え間ない努力と、 そのパワーの

すごさにノド当にびっくりしています。 でも最近このパワーの本当の源は、地域の人

達や行政をも動かさずにおかない、障害者の所員さんの持つオーラにあるのかもし

れないと，目、うようになりました。 まだ、初めの一歩だと伺L、ましたが、 これからも

「ょっばホーム」の実が、 ひとつひとつ “TAWAWA" に実ることを祈っており

ます。 (西脇久夫)

学習会は、 2月 25日に、神奈川県こども医療センタ の山田先生のお話を聞く会を

企画しました。障害の重い人たちを自立させてい〈には、 なみなみならぬ決意がありま

した。また決意してなお多くの不安を払拭できないというのも実情です。 これからもお

互いに学びつつ、励まし合いつつ新しい地域生活のあり cにうを探っていきたいと思いま

す。
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会員一人 人のノりそ合わせることによって、 4 ワ力強い活動ができる会に育って行く

ことを願っています。
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